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今年度の上器作り教室に参加された方々から寄せられた感想の一部です。

H.P,で知り親子で参加。

土器の形や様子は

驚くほど見事な造形。

(40歳 男 )

見てしヽると簡単そう

なのに、ほ、にゃ一と

花びらのようにひろ

がつて大変でした。

(12歳 女)

出
土
物

は
誰

の
も

の

所
長

鈴

木

　

雅

久

当
セ
ン
タ
ー
の
展
示
ホ
ー
ル
と
遺
跡
庭
園
は
、
毎

年
四

・
五
月
、
社
会
科
の
授
業
で
施
設
見
学
に
訪
れ

る
小
学
校
の
児
童
で
賑
わ
う
。

一
方
、
七
月
か
ら
開

始
さ
れ
る
年
六
回
の
文
化
財
講
演
会
に
は
、
毎
回
か

な
り
ご
高
齢
の
方
を
含
め
、
多
く
の
方
が
都
内
各
地

か
ら
お
み
え
に
な
り
、
根
強
い
フ
ア
ン
の
存
在
に
も

ま
た
驚
か
さ
れ
る
。
そ
ん
な
来
館
者
の
皆
さ
ん
が

一

言
残
し
た
落
書
帳
に
は
、
「宿
題
助
か

っ
た
」
か
ら

「
こ
ん
な
い
い
所
が
あ
る
の
を
知
ら
な
か

っ
た
」
ま

で
い
ろ
い
ろ
。
都
民
に
と

っ
て
、
実
物
に
触
れ
る
機

会
が
少
な
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
通

っ
た
区
内
の
小
学
校
で
は
、

建
設
時
に
弥
生
式
土
器
が
出
上
し
た
。
当
時
、
周
囲

の
畑
で
は
、
土
器
の
破
片
を
簡
単
に
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
し
、
校
章
に
は
土
器
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、

校
長
室
前
の
廊
下
に
は
、
出
土
土
器
が
陳
列
さ
れ
て

い
た
の
を
思
い
出
す
。
昔
の
も
の
が
す
き
な
私
の
趣

味
も
、
そ
ん
な
環
境
が
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
年
度
、
東
京
都
は
、
文
化
財
を
広
く
都
民
に
公

開
し
、
地
域
の
中
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

活
か
し
、
広
げ
、
育
て
よ
う
と
の
趣
旨
で
、
文
化
財

ウ
ィ
ー
ク
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

出
土
文
化
財
の
第

一
義
的
所
有
権
を
め
ぐ
る
権
限

委
譲
が
議
論
さ
れ
て
い
る
い
ま
、
当
セ
ン
タ
ー
や
都

の
保
管
す
る
出
土
物
も
、
よ
り
効
果
的
に
都
民
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
、
改
め
て
検
討
を
加
え
る
時
期
に
き

て
い
る
。

貧
あ…御碁所

かなつての参加。

全てが再発見の国々 !

年落選。念願が

( 5 8歳女 )

観戦
その音、考古学関連の授業を

受けた頃を懐かしく思しヽ出し

ました。(68歳 男) 罷識

土器で作つた豚汁

とてもおしヽしかつた。

苦労したけれど、我が

家の床の間にデーンと

置きます。(60歳男)

(47歳 女)

瑠韻ど 普段の国の 2,3倍 楽しかつた。

野焼きもダイナミックで

(12歳 男 )

びっくり 1

「縄文の丘に土器焼く黍あらし」(75歳男)
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今
回
、
紹
介
し
ま
す
の
は
、
古
代
の
官

道

（七
道
）
の

一
つ
で
あ
る

「東
山
道
武

蔵
路
」
の
、
第
四
時
期
目
に
あ
た
る
道
路

跡
で
す
。

こ
の
官
道
は
、
駅
制
を
整
備
し
、
政
治

・

経
済

・
交
通
を
柱
と
す
る
中
央
集
権
国
家

の
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
平
城
京
と
各

地
の
国
府
を
最
短
距
離
で
結
ん
だ
幹
線
道

路
で
す
。
古
代
の
行
政
区
画
と
し
て
の
国
々

は
、
こ
の
七
道
に
付
随
す
る
も
の
と
し
て

定
め
ら
れ

（
五
畿
七
道
の
制
）
、
武
蔵
国

は
当
初
、
東
山
道
に
所
属
し
て
い
ま
し
た

が
、
宝
亀
二

（７
７
１
）
年
に
は
東
海
道

に
編
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
蔵
路
は
、
武

蔵
国
と
上
野
国
な
ど
の
東
国
と
を
結
ぶ
、

重
要
な
道
路
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

武
蔵
路
は
、
七
世
紀
後
半
に
は
構
築
さ

れ
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
第
四
時
期
目
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に
あ
た
る
道
路
跡
は

一
〇
世
紀
頃
に
使
用

さ
れ
て
い
た
よ
う
な
の
で
、
武
蔵
国
が
東

海
道
編
入
後
も
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
り

使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

「東
山
道
武
蔵
路
」
は
、
平
成
七
年
度

の
当
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
、
台
地
を
南
北

に

一
直
線
に
貫
く
よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
次
い
で
、
北
側
を

西
国
分
寺
地
区
遺
跡
調
査
会

（東
京
都
）

が
調
査
し
、
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
規
模
は
、
両
側
に
側
溝
を
持

ち
、
側
溝
の
中
心
か
ら
の
道
路
幅
が
１２

ｍ

を
測
る
も
の
で
、
全
長
３３０
ｍ
も
の
範
囲
が

姿
を
現
し
ま
し
た
。

道
路
跡
は
保
存
が
良
好
で
、
か
つ
道
路

の
構
築
方
法
、
及
び
３
回
に
わ
た
り
改
築

さ
れ
て
、
四
時
期
に
わ
た
り
長
く
使
わ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
等
の
重

要
性
か
ら
、
本
事
業
地
内
で
確
認
さ
れ
た

範
囲
が
保
存
整
備
さ
れ
、
活
用
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
今
回
の
調
査
区
で
す
が
、
台

地
の
北
端
か
ら
、
中
央
線
が
走
る
恋
ヶ
窪

谷
に
下
り
る
傾
斜
地
に
か
け
て
、
８０
ｍ
の

範
囲
を
対
象
に
し
た
も
の
で
す
。

第
四
時
期
目
と
な
る
と
、
直
進
し
て
い

た
道
路
は
、
な
ぜ
か
斜
面
手
前
で
東
側
に

迂
回
す
る
格
好
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
斜
面
の
自
然
傾
斜
よ
り
も
道
路
面
の
傾

斜
を
緩
く
す
る
た
め
に
、
地
形
変
換
点
の

近
く
か
ら
切
り
通
し
状
に
開
削
し
、
そ
の

底
を
版
築
状
に
叩
き
締
め
道
路
面
に
し
て

い
ま
し
た
。
道
路
面
の
幅
は
６
ｍ
を
基
本

に
造
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
幅
を
確
保
す
る

た
め
、
斜
面
下
で
は
、
開
削
面
の
幅
が
２０

ｍ
で
、
深
さ
が
４

ｍ
を
越
す
大
規
模
な

土
木
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
規
模
な
造
成
工
事
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
本
事
業
地
内
の

「東
山
道
武

蔵
路
」
が
現
状
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

関
わ
り
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
七
月

二
十
日

（月
）
に
、
市
民
の
方
々
に
も
見

て
も
ら
う
遺
跡
見
学
会
を
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
国
分
寺
市
民
を
は
じ
め
１７５
名

の

見
学
者
が
訪
れ
ま
し
た

（写
真
）。

（福
嶋
　
を不
人
）

埋蔵文化財センターの展示ホエルでは、各時代の

遺跡 出遺物をわかりやすく展示してあります。

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
に
参
加

こ
の
十
月
か
ら
十

一
月
の
二
ヶ
月
を
、

東
京
都
教
育
委
員
会
は

「東
京
文
化
財
ウ

ィ
ー
ク
」
と
銘
打

っ
て
、
東
京
都
指
定
文

化
財
等
の
公
開
を
行
い
ま
す
。
都
民
に
、

文
化
財
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
機
会
を
設

け
る
趣
旨
で
、
こ
の
行
事
を
Ｐ
Ｒ
す
る
、

ガ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
当
セ
ン
タ
ー
に

も
設
置
さ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
東
京
都
史
跡
の
多

摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
陀
５７
遺
跡

往
退
跡
庭
園
）

及
び
都
有
形
文
化
財

（考
古
資
料
）
の
脱

４７
１
Ｂ
遺
跡
の
旧
石
器
が
あ
り
ま
す
し
、

文
化
財
マ
ッ
プ
の
配
布
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。
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大江戸掘りもの帖～十一～

江
戸
詰
藩
士
と
御
長
屋

今
回
は
大
名
屋
敷
の
御
屋
敷
本
体
か
ら

趣
向
を
変
え
て
、
江
戸
詰
藩
士
が
住
ん
だ

長
屋
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

藩
主
の
お
供
で
国
許
か
ら
や
つ
て
き
た

中

・
下
級
藩
士
は
、
藩
邸
内
に
あ
る

「御

長
屋
」
に

「単
身
赴
任
」
の
う
え
、
藩
士

数
人
が

一
戸
に
同
居
し
て
、
自
炊
生
活
を

送

っ
て
い
ま
し
た
。
尾
張
藩
は
、
石
高
が

高
い
割
り
に
は
上
屋
敷
の
敷
地
面
積
が
小

さ
か
っ
た
の
で
、
藩
士
た
ち

は
、
大
藩
の
内
で
は
比
較
的

狭
い
長
屋
に
押
し
込
め
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
て
そ
の

「御
長
屋
」
で

す
が
、
尾
張
藩
上
屋
敷
で
は

屋
敷
の
四
方
を
め
ぐ
る
よ
う

に
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、

絵
図
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
残
さ
れ
た
写
真
か
ら
、

長
屋
が
三
階
建
て
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
長
屋
は
、
屋
敷
を
防
御
す
る
役
割

も
か
ね
て
四
方
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
お
り
、

同
じ
理
由
か
ら
、
大
藩
の
屋
敷
は
大
抵
、

三
階
建
て
で
し
た
。

今
年
の
夏
、
第
十
１
４４
地
点
と
し
て
、

そ
の
尾
張
藩
上
屋
敷
御
長
屋
の

一
部
を
発

掘
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
屋
敷
地
の

南
に
連
な
る
二
連
の
長
屋
の
内
側

（北
側
）

に
あ
た
り
ま
す
。
長
屋
の
建
物
跡
は
近
代

の
道
路
工
事
で
削
ら
れ
残

っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
長
屋
跡
の
明
池

（庭
）
に
あ

た
る
場
所
か
ら
、
排
水
満
、
井
戸
、
厠

（ト
イ
レ
）、
ゴ
ミ
穴
土
坑
な
ど
の
遺
構
が

み
つ
か
り
ま
し
た
。
長
屋
の
裏
庭
は
屋
外

な
が
ら
、
重
要
な
生
活
施
設
が
置
か
れ
て

い
た
の
で
す
。
井
戸
や
厠
は
、
掘
ら
れ
た

穴
に
木
の
桶
を
組
み
合
わ
せ
、
埋
め
込
ん

で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
ゴ
ミ
穴
土
坑
は
約
百
基
ほ
ど
が
検

出
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
多
く
の
遺
物
―
使

い
捨
て
ら
れ
た
古
道
具
―
が
出
上
し
ま
し

た
。
陶

・
磁
器
の
碗
や
皿
の
ほ
か
に
多
く

の
木
製
品
が
あ
り
ま
す
が

（
写
真
）
、
木

が
朽
ち
に
く
い
低
地
の
条
件
が
幸

い
し
た

よ
う
で
す
。
木
製
品
に
は
、
曲
物
、
蓋
、

箸
、
下
駄
、
そ
れ
に
漆
器
の
椀
や
皿
が
あ

り
ま
す
。
漆
器
に
は
、
た
い
そ
う
高
価
な

品
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

尾
張
藩
上
屋
敷
跡
遺
跡
は
、
大
名
屋
敷

と
し
て
は
遺
物
の
出
土
量
が
少
な
い
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
調
査
地
点
は
、

い
ま
ま
で
の
少
な
さ
を
カ
バ
ー
す
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
長
屋
の
よ
う
な

場
所
か
ら
こ
う
し
た
高
級
品
が
出
て
き
た

も
の
な
の
か
、
よ
く
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（伊
藤
　
健
）

たまのよこやま 44

赤
色
顔
料
に
つ
い
て

の

前
回
は
赤
色
顔
料
の
生
成
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
赤
色
顔
料
の
中
の
①

パ
イ
プ
状
物
質
、
②
黒
泥
中
の
繊
維
と
鉄

化
合
物
、
③
火
山
灰
と
粘
土
層
の
境
か
ら

得
ら
れ
る
褐
鉄
鉱
か
ら
作
ら
れ
た
顔
料
の
、

使
わ
れ
方
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す
。

赤
鉄
鉱
が
母
材
の
①
は
、
赤
色
の
パ
イ

プ
状
の
鉄
化
合
物
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
で
は
、
容
器
に
大
切
そ
う
に
保

管
さ
れ
て
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

黒
泥
層
中
や
粘
上
の
境
目
に
生
成
さ
れ

る
②

・
③
の
褐
鉄
鉱
か
ら
作
ら
れ
た
赤
色

の
鉄
化
合
物
は
、
①
と
ほ
ぼ
同
色
で
あ
り

な
が
ら
、
住
居
床
面
な
ど
に
放
置
さ
れ
た

よ
う
に
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
①
と
②

・
③
は
、
同
じ
赤
色
の
物

質
な
の
に
、
な
ぜ
か
取
り
扱
わ
れ
方
が
違
っ

て
い
る
の
で
す
。
現
在
、
分
析
中
の
段
階

で
は

っ
き
り
言
え
ま
せ
ん
が
、
あ
る
い
は

集
落
の
立
場
を
象
徴
的
に
示
唆
し
て
い
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
縄
文
時
代
中
期
の
集
落
の
場

合
、
墓
域
を
持
つ
定
住
性
集
落
で
は
①
の

使
用
例
が
、
墓
を
持
た
な
い
短
期
的
な
集

落
で
は
、
②
③
の
使
用
例
が
多
い
の
で
す
。

（上
條
　
朝
宏
）

O容 器に保管されたパイプ状鉄化合物②黒泥層中の植物殺維に付着する鉄化合物①板状の褐鉄鉱の粘土と鉄の化合物

土器表面に使用されたパイプ状鉄化合物土器表面の鉄化合物中に見られる植物繊維(Sl)土器表面の板状の褐鉄鉱の粘土と鉄の化合物
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平
成
十
年
度
の
文
化
財
講
演
会
は
、
展

示
テ
ー
マ

「住
ま
い
の
移
り
か
わ
り
」
に

因
ん
だ
企
画
で
、
年
６
回
の
予
定
で
す
。

第

一
回
目
は
、
七
月
四
日

（土
）
に
、

映
画

「汐
留
遺
跡
」
の
試
写
会
を
兼
ね
て
、

当
セ
ン
タ
ー
の
内
野
正
副
主
任
調
査
研
究

員
が

「発
掘
か
ら
見
た
大
名
屋
敷
の
く
ら

し
」
と
題
し
て
市
ケ
谷
遺
跡

（尾
張
藩
上

屋
敷
跡
）
の
調
査
成
果
を
話
し
ま
し
た
。

映
画
も
評
判
が
良
く
、
‐６０
名
も
の
大
勢
の

参
加
者
が
、
「
江
戸
」
を
満
喫
し
た

一
日

で
し
た
。

第
二
回
目
は
、
八
月

一
日

（土
）
に
、

小
薬

一
夫
副
主
任
調
査
研
究
員
が
、
展
示

テ
ー
マ

「住
ま
い
の
移
り
か
わ
り
」
の
趣

旨
を
兼
ね
た
講
演
と
、
映
画

「標
津
―
竪

穴
住
居
を
つ
く
る
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

夏
の
最
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
‐４５
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

第
三
回
は
、
十
月
三
日

（土
）
に
、
東

京
都
立
大
学
教
授
の
小
野
昭
氏
に
、
「氷

河
時
代
狩
猟
民
の
住
ま
い
と
く
ら
し
」
と

題
し
て
、
氏
が
ケ
ル
ン
大
学
に
留
学
し
て

出
会

っ
た
、
旧
石
器
時
代
末
期
の
ゲ
ナ
ス

ド
ル
フ
遺
跡
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
出
上
し
た
大
量
の
ウ
マ
や
絶
減
し
た

マ
ン
モ
ス
の
骨
、
多
く
の
動
物
の
線
刻
画
、

あ
る
い
は
夏
と
冬
の
住
居
形
態
の
違
い
等

に
、
‐３５
名
も
の
参
加
者
は
、
旧
石
器
時
代

を
意
外
に
身
近
か
な
存
在
と
し
て
感
じ
取

り
ま
し
た
。
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ

・
オ
オ
ツ
ノ

ジ
カ
が
登
場
す
る
映
画

「野
尻
湖
発
掘
の

記
録
」
も
、　
一
役
買
い
ま
し
た
。

先
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
当
セ
ン

タ
ー
の
監
修
に
よ
り
、
東
京
シ
不ヽ
ビ
デ
オ

株
式
会
社
が
製
作
し
た
映
画

「汐
留
遺
跡
」

が
、
例
日
本
視
聴
覚
教
育
協
会
が
主
催
す

る
今
年
の
優
秀
映
画
教
材
選
奨
で
、
最
優

秀
作
品
賞

（学
校
教
育
部
門
高
等
学
校
向
）

に
輝
き
ま
し
た
。

七
月

一
日
の
当
セ
ン
タ
ー
の
創
設
に
因

ん
で
、
毎
年
、
安
全
標
語
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
第

一
席
に
は
、
辻
恵
子
氏

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
夏
、
都
道
の
拡
幅
工
事
に
先
立

っ

て
東
京
都
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
調
査

で
、
ウ
マ
の
線
刻
画
が
発
見
さ
れ
て
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
場
所
は
、
多
摩

ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
域
に
隣
接
す
る
稲
城
市
大
丸
の

瓦
谷
戸
で
、
陀
５‐３
遺
跡
の
西
方
５００
ｍ
に
位

置
し
ま
す
。
奈
良
時
代
武
蔵
国
分
寺
創
建

時

（八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
）
の
瓦
を
焼

成
し
た
窯
跡
群
の
あ
る
１
基
か
ら
で
、
燃

焼
室
の
右
側
壁
に
複
数
、
線
刻
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ウ
マ
の
絵
の
事
例
は
、
古

墳
時
代
末
期
の
横
穴
墓
の
壁
面
に
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
窯
跡
で
は
初
め
て
の
こ
と

で
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

跡

の
見
学

会

港
区
汐
留
遺
跡

十

一
月
十
四
日

（土
）

‐２

時

～

１５

時

Ｊ
Ｒ
線
新
橋
駅
鳥
森
口
下
車

徒
歩
５
分

江
戸
時
代
　
仙
台
藩
江
戸
上

屋
敷
の
庭
園
池
な
ど

明
治
時
代
　
旧
新
橋
駅
関
連

の
火
力
発
電
所

，
転
車
台

ほ
か

発
見
さ
れ
た
遺
物
類

埋
文
セ
ン
タ
ー
汐
留
分
室

の
０３
（３
５
７
１
）６
５
９
２

ヒ還

遺
跡
名

日
　
時

集
　
合

内
　
容

問
合
せ

出
土
す
る
遺
物
は
日
々
に
変
わ
れ
ど
も

変
え
て
は
い
け
な
い
　
皆
の
安
全

ウマの線刻

汐留通跡の火力発電所跡

- 4 -


	たまのよこやま44号.PDF

